








研究目的 

昭和 55 年度につづいて,ハイリスク児の出現を予測するための,いわゆる「周産期医療情報

システム」の設計を目的として研究を行った。今日,胎児心拍陣痛計(分娩監視装置)をはじ

めとして,妊娠,分娩中に診断を目的に適用される各種の胎児検査法は,高度の胎児管理に

対して不可欠の手段となっているが,これを全症例に,常時,適用することは容易なことで

はない。そこで,これらの各種の検査法が充分に妥当な理由をもって施行されるためには,

その理由とともに,検査に附されるべき症例が特定される必要がある。 

このような観点から,本研究を遂行しているわけであるが,このことは,本邦の胎児管理が

等質広域化をめざすうえで重要な意味をもつものである。 


